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白
雲
守
端

の
自
題
が
あ
る

『
碩
古

一
百
十
則
』
に
は
、
彼
の
師
で
あ

る
楊
岐
方
会
の
語
が
六
則

(『楊
岐
方
会
和
尚
語
録
』
に
一
則
、
『楊
岐
方
会

和
尚
後
録
』
に
三
則
、
『嘉
泰
普
灯
録
』
に
二
則
、
同
じ
問
答
や
示
衆
が
見
ら
れ

る
)
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
ら
は
、
白
雲
が
選
ん
だ
楊
岐
禅
の

基
本
的
公
案
で
あ
ろ
う
が
、
論
理
的
思
考
の
理
解
を
超
絶
し
た
教
外
別

伝
底
が
直
示
さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
に
教
理
を
見
出

だ
そ
う
と
す
る
の
は
愚
行
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
白
雲
守
端
が
上
堂
語
に

引
用
し
て
い
る
楊
岐
方
会
の
答
話

(「僧
問
楊
岐
。
如
何
是
不
動
尊
。
楊
岐

云
。
大
衆
斉
著
力
」
、同
じ
問
答
は

『楊
岐
方
会
和
尚
後
録
』
に
の
み
見
ら
れ

る
)
は
、

楊
岐
の
宗
風
の
特
徴
が
示
さ
れ
て
い
る
と
憶
測
し
て
い
る
の

で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
教
理
を
引
き
出
す
手
掛
か
り
が
見

出

だ

せ

な

い
。
そ

こ
で
、
『楊
岐
方
会
和
尚
語
録
』
と

『楊
岐
方
会
和
尚

後

録
』

中
、
経
論
や
古
人
の
語
句
を
引
用
し
て
い
る
上
堂
語
に
注
目
し
、
そ
こ

に
含
意
す
る
教
理
に
対
す
る
楊
岐
方
会
の
態
度
や
見
解
か
ら
彼

の
基
本

教
理
を
推
定
し
よ
う
と
試
み
た
。

 

『
信
心
銘
』
の

一
句
で
あ
り
、
華
厳
教
理
の
根
本
句
と
し
て
周
知
の

二

即

一
切
、

一
切
即

一
」
の
引
用
は
二
回
あ
る
が
、

同

一
主
旨
の
楽

普
元
安
の

二

塵
緩
挙

(起
)
大
地
全
収
」
の
引
用
も
二
回
あ

り
、
楊

岐
方
会
が
日
常
よ
く
引
用
し
、

そ

の
一

(
一
塵
)
を

「拮
起
控
杖
」
に

よ
っ
て
直
示
す
る
こ
と
も
常
套
手
段
に
し
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
こ

れ
ら
の
上
堂
語
や

<拮
起
控
杖
>

に
つ
い
て
は
、
既

に
拙
論

「禅
門
に

お
け
る
控
杖
子
の
用
途
と
そ
の
意
味
」
(『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
36
巻
1

号
)
や

「
拮
控
杖
考
」
(『大
乗
禅
』
65
巻
12
号
、
『同
』
66
巻
3
号
)
で
述
べ

た
が
、
要
す
る
に
、

一
色
塵

の
挙
起

(拮
起
控
杖
)
の
処
に

一
切
法

(山

河
大
地
)
と

一
切
智

(諸
仏
天
下
老
和
尚
)
が
成
就
し
て
い
る
と
教

示
す

る
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
お
い
て
、
現
実
を

離

れ

ず

(闇
裏
中
撞
著
者

箇
)
時
間
空
間
を
超
越

し

て

い

る

(須
彌
山
上
走
馬
、
大
洋
海
裏
跨
跳
)

<
唯

一
の
体
験
>

の
現
在
を
自
覚
す
れ
ば
、
そ
れ
が
即
今
の

<
一
切
>

で
あ
る
こ
と
、
そ
の

<唯

一
の
体
験
>
が
而
今

に
お
け
る

<
一
心
>
の

現
成
で
あ
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
。

一
切
の
法
が

一
心
の
所
造
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

「
心
生
種

々
法

生
、
心
滅
種
々
法
滅
」
(『大
乗
起
信
論
』
)
に
つ
い
て
、
楊
岐
方
会

は
控
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杖
を
拮
起
し
、
卓

一
下
し
て

「大
千
世
界
百
雑
砕
、
捧
鉢
孟
向
香
積
世

界
喫
飯
去
也
」
と
言

っ
て
い
る
。
こ
の
上
堂
語
は
、

一
色

塵

(拮
起
控

杖
)

一
声
塵

(卓

一
下
)

一
味
塵

(喫
飯
)
の
生
滅
が
世
界

の
生
滅

(世

間
)
で
あ
り
、

そ
れ
が
そ
の
ま
ま
戒
定
慧
解
脱
知
見
の
功
徳
を
具
足
し

て
い
る
如
来

の
甘
露
味
で
あ
る
衆
香
の
世
界

(浬
薬
)
で
あ

る
、
と
解

す
る
こ
と
が
で
き
る
o
世
間
と
浬
藥
は
、
離
れ
て
別
に
在
る
の
で
は
な

く
、

一
如
な
の
で
あ
る
。

即
今
此
処
に
仏
土
仏
智

の
成
就
を
見
る

「無
辺
刹
境
、
自
他
不
隔
於

毫
端
。
十
世
古
今
、

始
終
不
離
於
当
念
」
(李
通
玄

『新
華
厳
経
論
』
)
に

対
し
、
揚
岐
は
禅
床
を
拍

つ
こ
と

一
下
し
て

「
但
薩
阿
蜴
二
千
年
」
と

言

っ
て
い
る
。

一
声
塵

(
一
境
)
に
無
辺
の
仏
土
を
現
成
し
、

一
念

に

タ
タ
セ
ガ
タ

永
遠
の
但
薩
阿
蜴
を
成
就
し
て
い
る
と
示
し
て
い
る
。
普
通
、
客
塵
煩

悩
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る

一
塵
が
清
浄
な
仏
土
や
如
来
と
異
な
ら
な

い
と
言
う

の
で
あ
る
。
楊
岐
方
会
は
、

一
心

一
塵

一
境

一
念

一
法
を
拮

起
控
杖
や
拍
禅
床

一
下
等
で
示
す

こ
と
に
ょ
り
、
仏
土
も
仏
智
も
即
今

此
処
の
体
験
と
別
で
は
な
い
と
明
か
す
と
共
に
、
日
常
の
体
験
が
本
来

清
浄
で
あ

る
こ
と
を
教
示
し
て
い
る
。

 

「
心
是
根
、
法
是
塵
、
両
種
猶
如
鏡
上
痕
、
痕
垢
尽
時
光
始
現
、
心

法
双
忘
性
即
真
」
(永
嘉
玄
覚

『証
道
歌
』
)
に
つ
い
て
、

楊
岐
方
会
は
、

禅
床
を
拍

つ
こ
と

一
下
し
て

「
山
河
大
地
何
処
有
也
」
と

問

う

て

い

る
。
禅
床
を
打

つ
一
声
を
聞
い
て
い
る
体
験
そ
の
ま
ま
で
あ
る
時
、
聞

く
作
用

(心

根
)
と
聞

い
て
い
る
声

(法
・
塵
)
と
を
区
別
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
心
と
法
と
を
二
つ
共
に
忘
れ
て

い
る
の
が

事

実

で
あ

る
。
心
の
作
用
機
能

(根
)
と
そ
の
作
業
内
容

(塵
)
と

は
、
体

験

を

異
な
る
方
面
か
ら
眺
め
た
に
過
ぎ
な
い
。
元
来
、
心
と
法
と
を
切
り
離

し
得
な
い
に
も
拘
ら
ず
、
別
物
と
し
て
差
別
す
る
こ
と
が

痕

垢

で
あ

り
、
客
塵
煩
悩
な
の
で
あ
る
。
心
法
双
忘
底
の
心
性
の
み
が
真
な
の
で

は
な
く
、

一
切
法
も
本
来
清
浄
で
あ
り
、
実
相
な
の
で
あ
る
。

一
切
法
が

一
心
の
現
成
で
あ
り
、

一
切
法
が
清
浄
で
あ
る
と
説
く
の

は
、
馬
祖
道

一
が

二

切
法
皆
是
心
法
」
「
一
切
法
皆
是
仏
法
」

と

言

う
の
と
異
な
ら
な
い
。
こ
の
二
句
は
、
<
即
心
是
仏
>
<
平
常
心
是
道
>

に
比
し
て
世
に
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
同
じ
趣
旨
の
教
理
的
表
現
と
言

い
得
る
。
「
一
切
法
皆
是
仏
法
」
に
つ
い
て
、
楊
岐
方
会
は
、
禅

床

を

拍

つ
こ
と

一
下
し
て

「
山
河
大
地
百
雑
砕
、
我

に
仏
法
を
還
し
来
れ
」

と
迫
り
、
「
何
似
生
遼
天
鴨
、
万
里
雲
只

一
突
」
と
自
答
し
て

い

る
。

禅
床
を
拍

つ
一
声
に

一
切
の
仏
法
、

一
切
の
仏
智
が
収
め
尽
さ
れ
て
い

る
、

一
瞬
の
逡
巡
の
間
に
真
実
を
見
逃
し
て
し
ま
う
と
い
う
警
告
で
あ

ろ
う
。
日
常
の
体
験
底
に
仏
道
が
現
成
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る

点
で
馬
祖
と
同
じ
立
場
に
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
「
一
切
法
皆
是
仏
法
」

を
引
用
し
た
別
の
上
堂
で
、
楊
岐
は
、
「仏
殿
対
三
門
、
僧
堂
対
厨
庫
。

若
也
会
得
、
担
取
鉢
孟
控
杖
、

一
任
天
下
横
行
。
若
也
不
会
、
更
且
面

壁
」
と
言

っ
て
い
る
。
<仏
殿
は
三
門
に
対
し
、
僧
堂
は
厨
庫
に
対
す
>

と
い
う
語
は
、
仏
殿

・
三
門

・
僧
堂

・
厨
庫
等

の
色
法
そ
の
も

の
が
仏

法
で
あ
る
と
説
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
し
、
ま
た
、
各
々
が
整
然
と
調

楊
岐
方
会
の
基
本
教
理

(岩
 
村
)
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和
し
て

い
る
有
様
か
ら
、
各
々
が
法
位
に
住
し
円
融
無
凝
で
あ
る
こ
と

を
示
し
、
所
謂
、
華
厳
教
学
の

<事

々
無
磯
法
界
観
>
を
示
唆
し
て
い

る
よ
う

で
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
、
仏
殿
よ
り
三
門
に
、
僧
堂

か
ら
厨
庫

へ
と
視
線
を
移
動
し
、
し
か
も
、
各
々
を
見
比
べ
、
そ
れ
ら

が
相
い
対
し
て
い
る
と
い
う
判
断
を
し
て
い
る
何
処
に
真
理
が
あ
り
、

何
を
会
得
す
れ
ば
修
行
が
成
就
す
る
の
か
、
と
問
う
べ
き
で
あ
る
。

一

般
に
、
<平
常
心
是
道
>
は
、
日
常
の
行
住
坐
臥
に
お
け
る
無
心

な

行

為
や
、

機
に
応
じ
物
に
接
す
る
際

の
間
髪
を
い
れ
な
い
行
為
の
よ
う
に

理
解
さ
れ
、
ま
た
、
通
常

<禅
経
験
>
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
も
、
反
省

や
思
考
が
加
わ
ら
な
い
直
接
的
な
体
験
で
あ
り
、
主
観
も
客
観
を
も
超

越
し
て
い
る
純
粋
な
経
験
と
し
て
知
ら
れ
、
い
ず
れ
も

<無
分
別
>
が

絶
対
要
件
と
さ
れ
る
。
従

つ
て
、
視
線
を
移
し
て
見
比
べ
た
り
、
判
断

を
下
す

よ
う
な

<
分
別
>
は
、
仏
法
で
も
な
く
道
で
も
あ
り
得
な
い
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
楊
岐
が
言
う
よ
う
に
、

一
切
法
が
皆
仏
法
で

あ
り
、
仏
殿
が
三
門
に
対
し
、
僧
堂
が
厨
庫
に
対
し
て
い
る
と
会
得
す

る
の
が
仏
法
な
の
で
あ
る
か
ら
、

思

・
慧

・
勝

解

・
尋

・
伺

等
、

所

謂
、
分
別
す
る
こ
と
や
分
別
さ
れ
た
こ
と
も
仏
法
で
あ
る
、
と
会
得
す

る
の
が
禅
道
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
、

一
般
の
理
解
と
異
な

る
楊
岐

の
教
示
点
が
あ
る
。

 
無
為
法
は
勿
論
、
有
為
法
も
仏
法
で
あ
る
な
ら
ば
、
迷
う
べ
き
こ
と

も
な
く
、
悟
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
な
い
。
楊
岐
方
会
が
僧

の

「如

何
是
仏
」
の
問
い
に

「賊
是
人
倣
」
と
答
え
、
続
い
て

「
万

法

是

心

光
、
諸
縁
惟
性
暁
。
本
無
迷
悟
人
、
只
要
今
日
了
」
と
言

っ
て
い
る
処

に
も
そ
れ
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
迷
い
の
法
と
悟
り
の
法
が
あ
る
の
で

は
な
く
、
迷
悟
は
人
が
勝
手
に
捏
造
し
て
差
別
す
る
に
過
ぎ
な
い
。
前

句
に
続
く

「
山
河
大
地
有
什
籔
過
。
山
河
大
地
目
前
諸
法
、
総
在
諸
人

脚
眼
下
。
自
是
不
信
。
可
謂
古
釈
迦
不
前
、
今
彌
勒

不
後
。
楊

岐

与

籔
、
可
謂
買
帽
相
頭
」
と
い
う
楊
岐
の
説
法
は
、
「
万
法
に
過
ち
が

あ

る
の
で
は
な
く
、
諸
法
の
主
人
と
な
り
自
由
に
諸
法
を
操
る
こ
と
が
で

き
る
の
に
、
自
ら
信
じ
な
い
で
迷
い
初
め
、
過
去
の
釈
迦
を
慕
い
未
来

に
彌
勒
を
待

つ
よ
う
な
主
体
性
の
な
さ
に
原
因
が
あ
る
。
本
来
迷
悟
が

な
い
と
知
り
、
即
今
主
体
性
を
自
覚
し
て

一
切

の
罪
過
を
解
消
す
べ
き

で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
言
う
す
ら
本
末
顛
倒
の
諦
り
を
受
け

ね
ば
な
ら
な
い
」
と
理
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

一
切
が

仏

法

で
あ

り
、
本
来
迷
悟
の
人
が
無
い
の
で
あ
れ
ば
、
説
く
べ
き
教
法
も
無
く
、

伝
え
る
べ
き
教
理
も
有
り
得
な
い
が
、

こ
れ
を
自
覚
せ
よ
と
教
示
し
た

り
、
あ
り
も
し
な
い
自
縛
か
ら
の
解
放
を
説
く

の
は
夢
幻
を
説
く
よ
う

で
あ
る
。
し
か
し
、

「
楊
岐
無
旨
的
、

栽
田
博
飯
喫
。
説
夢
老
盟
曇
、

何
処
覚
躍
跡
。
喝

一
喝
。
拍
禅
床

一
下
。
参
」

で
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

無
旨
的
な
の
に

一
鳴
や
拍
禅
床

一
下
で
示
し
て
い
る
こ
と
、
即
ち
、
自
明

的
な
の
に
如
実
に
知
ら
れ
な
い
日
常
体
験
の
実
相
が
夢
幻
的
な
の
で
あ

る
。
こ
の
体
験
の
実
相
こ
そ
楊
岐
方
会
の
教
理
の
根
底
な
の
で
あ
る
。

<
キ
ー
ワ
ー
ド
>

万
法
是
心
光
、

一
切
法
是
仏
法
、
本
無
迷
悟
人

(正
眼
短
大
講
師
)
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